








要約:福井県健康増進課、県内の産科・小児科各施設、および県衛生研究所の協力を継続

して得ることができたので、前年度に引き続き福井県において Wilson 病の新生児マスス

クリーニングを行った。従来のマススクリーニング用乾燥濾紙血を用い、ELISA 法により

ホロセルロプラスミン(HCp)を測定した。乾燥濾紙血は、保護者の文書による同意を得ら

れたもののみを用いた。

5348 例の新生児 HCpを測定したところ、平均は7.07±2.64mg/dl(全血表示)であった。在

胎週数と HCpとの間には弱い正の相関があったが、出生時体重、出生から採血までの日数、

および採血から検体到着までの日数との間には相関はみられなかった。しかし、夏期は冬

期に比べ有意に低値であった。カットオフポイントを一 2.OSD である 1.8mg/dl とすると

再検例は 15 例、再検率は 0.28%となった。同一検体で再測定するとほとんどがカットオ

フポイント以上となったが、再測定してもカットオフポイント以下のものが 2例あった。

再採血は未施行であるが今後経過を追う予定である。研究期間中に Wilson 病の 1 家系の

HCp を測定する機会があり、11 歳の Wilson 病患児の女児の HCp は 2.Omg/dl、無症状の 1

歳 5 ヵ月の弟の HCp は 4.2mg/dl(各々血清表示)であった。弟は発症前タイプの WiIson 病

患児と考えられた。


